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令和２年 第１回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和２年１月２９日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和２年第１回栗原市

農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ４号 農用地利用集積計画について 

日程第１１ 議案第 ５号 非農地証明願について 

（追加議案） 

日程第１２ 議案第 ６号 農用地利用配分計画について 

 

１ 出席委員 （１８名） 

１番 三 浦  正 勝 委員、  ３番 阿 部  一 信 委員、  

４番 吉 田  優 俊 委員、  ５番 岩 淵  敬 一 委員、 

６番 佐 竹  きみ子 委員、  ７番 狩 野  善 典 委員、  

８番 大 場  裕 之 委員、  ９番 曽 根  金 雄 委員、  

１０番 千 葉  優 子 委員、 １１番 鈴 木  春 江 委員、  

１２番 尾 形  陽一郎 委員、 １４番 多 田  仁 一 委員、 

１５番 佐々木  吉 司 委員、 １７番 岩 渕    弘 委員、 

１８番 佐々木    弘 委員、 １９番 佐 藤    勝 委員、  

２０番 狩 野  和 義 委員、 ２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

 

２ 欠席委員 （６名） 

   ２番 大 黒  昭 夫 委員、 １３番 及 川  正 一 委員、 

１６番 菅 原  英 俊 委員、 ２１番 秋 山  憲 義 委員、 

２２番 米 山  嘉 彦 委員、 ２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者 
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  昭 仁 

   事務局長補佐      阿 部  泰 憲 

   農地農政係 主 査   白 鳥    峻 

農地農政係 主 査   千 葉  美 香 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

 

議長 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

ただいまから、令和２年 第１回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議長 

ただいまの出席委員は、１８名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

議長 

 欠席の通告があります。 

 議席番号２番 大黒 昭夫 委員、議席番号１３番 及川 正一 委員、議席番号１６

番 菅原 英俊 委員、議席番号２１番 秋山 憲義 委員、議席番号２２番 米山 嘉

彦 委員、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者から、所要のため欠席の通告が

あります。 

  

議長 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 

 

議長 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、議席番号２０番 狩野 和義 委員、 

議席番号１番 三浦 正勝 委員の両名を指名いたします。 
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議長 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。 

本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

―［異議なし］― 

 

議長 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

 

議長 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局から報告いたします。 

 

事務局長補佐 

議案資料に基づき、令和元年１２月２６日から令和２年１月２９日までに実施した事

務・事業等の報告並びに令和２年１月３０日から令和２年３月１０日までに予定してい

る事務・事業等について説明。 

 

議長 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

議長 

 日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、を報告します。 

 第１区の番号１番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ６，２１４㎡、現在、何も作付けされていな

い転作田が排水不良となっていることから、盛土による排水条件の改善を図り、完了後

は、転作田として永年性牧草を作付けする旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る１月２２日、議席番号９番 曽根 金雄 委員、農地利用最適化推進委員の 

熊谷 初美 委員及び 佐藤 秀男 委員が現地確認調査を行っておりますので、その結
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果の報告をお願いいたします。 

 それでは、熊谷 初美 推進委員から報告願います。 

 

熊谷 初美 推進委員 

 報告第１号 農地の現状変更届の番号１番について、去る１月２２日に現地確認を行っ

てきました。 

 申請地は、約６０ａ水田でもう既に残土が盛られている状況でありましたが、乗り入れ

する道路よりも低く、盛り土することにより乗り入れが簡単にできるように見受けられま

した。また、周辺は、草地や水田となっており、周りに与える影響もなく、特に問題はな

いものと見てまいりましたので、報告いたします。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

 

議長 

 日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から１１番までの１１案件、第２区の番号１２番から２９番までの１

８案件、第３区の番号３０番から３７番までの８案件、併せて３７案件について、事務局

から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田２筆 ２，７５８㎡、双方合意による農地法第３条

の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、高清水地区の田７筆 ３，５６９㎡、新たに賃貸借権設定を行うためによ

る農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号３番は、高清水地区の田２筆 ６，２５６㎡、双方合意による基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

番号４番は、高清水地区の畑１筆 ９４２㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設定

解約の１案件、 

番号５番は、一迫地区の田２筆 ５，５３１㎡、畑１筆 １４２㎡、合計 ５，６７３

㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号６番は、一迫地区の田２筆 ６２０２㎡、 

番号７番は、一迫地区の田１筆 ３，６２４㎡、 

番号８番は、一迫地区の田１筆 ３７７㎡、 

番号９番は、一迫地区の田４筆 １１，４１４㎡、いずれも、双方合意による基盤法の
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賃貸借権設定解約の４案件、 

番号１０番は、瀬峰地区の田３筆 ２，２３９㎡、 

番号１１番は、瀬峰地区の田７筆 １７，９４０㎡、いずれも、売買のためによる基盤

法の賃貸借権設定解約の２案件、 

第２区の番号１２番は、若柳地区の田２筆 ５，６２７㎡、新たに賃貸借権設定を行う

ためによる農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１３番は、若柳地区の田１筆 ８９㎡、 

番号１４番は、若柳地区の田１５筆 ２９，０９７㎡、 

番号１５番は、若柳地区の田３筆 １，６７６㎡、いずれも、双方合意による農地法第

３条の賃貸借権設定解約の３案件、 

番号１６番は、若柳地区の田７筆 ５，９２２㎡、双方合意による基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

番号１７番は、若柳地区の田９筆 ５，０３６．５９㎡、 

番号１８番は、若柳地区の田１筆 １，０２６㎡、いずれも、売買のためによる基盤法

の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１９番は、金成地区の田８筆 ６，２５９㎡、 

番号２０番は、金成地区の田１４筆 １１，１１４㎡、いずれも、双方合意による基盤

法の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２１番は、金成地区の田２筆 ２，０２７㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権

設定解約の１案件、 

番号２２番は、金成地区の田３筆 ３，３４２㎡、贈与のためによる基盤法の賃貸借権

設定解約の１案件、 

番号２３番は、金成地区の田７筆 １０，６３１㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号２４番及び２５番は関連で、金成地区の田３０筆 ２６，１４６㎡、売買のために

よる農地中間管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２６番及び２７番も関連で、金成地区の田２４筆 ２１，７３３㎡、売買のために

よる農地中間管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２８番は、志波姫地区の畑１筆 ３６３㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号２９番は、志波姫地区の田９筆 ４，００９㎡、双方合意による基盤法の賃貸借権

設定解約の１案件、 

第３区の番号３０番は、栗駒地区の田２２筆 ２０，８００㎡、双方合意による基盤法

の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号３１番は、栗駒地区の田２１筆 １８，９５９㎡、 

番号３２番は、栗駒地区の田１筆 ２１９㎡、いずれも、売買のためによる基盤法の賃

貸借権設定解約の２案件、 
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番号３３番は、栗駒地区の田８筆 ９，４３５㎡、 

番号３４番は、栗駒地区の田８筆 １６，８８５㎡、 

番号３５番は、栗駒地区の田２０筆 １８，９９２㎡、 

番号３６番は、栗駒地区の田１筆 ３，０８４㎡、 

番号３７番は、栗駒地区の田１筆 ２，９５４㎡、いずれも、双方合意による基盤法の

賃貸借権設定解約の５案件、 

以上、３７案件を説明報告。 

 

議長 

これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 

 

 

議長 

日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告します。 

第２区の番号１番から５番までの５案件、第３区の番号６番の１案件、併せて６案件に

ついて、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号 1 番は、若柳地区の田２筆 ５，８４５㎡、売買及び新たに賃貸借権設定

を行うためによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、若柳地区の田１筆 ９１㎡、贈与のためによる農地法第３条の使用貸借権

設定解約の１案件、 

番号３番及び４番は関連で、金成地区の畑４筆 １，４２０㎡、売買のためによる農地

中間管理事業の使用貸借権設定解約の２案件、 

番号５番は、志波姫地区の畑３筆 ３，９３５㎡、贈与のためによる農地法第３条の使

用貸借権設定解約の１案件、 

第３区の番号６番は、栗駒地区の田３筆 ９，７８０㎡、畑１筆 ３６８㎡、合計 １

０，１４８㎡、贈与のためによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件、 

以上、６案件を説明報告。  

 

議長 

これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

 

議長 

日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題としま
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す。 

初めに、第１区の番号１番から９番までの９案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田３筆 ２，５８９㎡、経営規模拡大による所有権

移転売買の１案件、 

番号２番は、築館地区の田１筆 １３０㎡、耕作利便を図るためによる所有権移転贈

与の１案件、 

番号３番は、築館地区の田４筆 ８，４３９㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の

１案件、 

番号４番は、高清水地区の畑１筆 ９４２㎡、相手方の要望による所有権移転売買の１

案件、 

番号５番は、一迫地区の田１筆 ８７㎡、 

番号６番は、一迫地区の畑６筆 ３，５５５㎡、いずれも、相手方の要望による所有権

移転売買の２案件、 

番号７番及び８番は関連案件で、 

番号７番は、一迫地区の田２筆 ３，４８７㎡の内、３，４７１．８５㎡、営農型太陽

光発電施設関連で経営規模拡大のためによる地上権設定の１案件、 

番号８番は、一迫地区の田２筆 ３，４８７㎡、営農型太陽光発電施設を設置するため

による区分地上権設定の１案件、 

番号９番は、瀬峰地区の田６筆 ６，２６０㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の１

案件、 

以上、９案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号９番 曽根 金雄 委員から報告願います。 

 

９番 曽根 金雄 委員 

議案第１号について、去る１月２２日に書類審査及び現地確認を行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、９件の内、労力不足による所

有権移転売買が４件、耕作利便等による贈与が１件、賃貸借権設定が２件、経営規模拡大

や営農型太陽光発電設備関連の地上権設定が２件となっており、許可にあたっては、全部

効率要件や地域緩和要件等、特に問題はないものと判断して参りました。 

以上、ご審議の程よろしくお願いします。  
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議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

議長 

 はい、１番 三浦 正勝 委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 番号７番の案件について、太陽光発電設備関連の案件で、後で農地法第５条許可にもで

てくると思いますが、周辺農地所有者からの同意は、どうなっているのか伺う。 

 

議長 

 事務局説明。 

 

事務局 

 周辺からの同意について、同意書の提出はいただいていないが、営農型太陽光発電設備

を設置する上で周辺農地に与える影響について申請図面等で確認し、日陰等で周辺農地に

与える影響は軽微なものと確認したことから、今回の申請に至ったものであります。    

なお、番号７番及び８番の案件は、区分地上権の設定案件でありますので、詳しくは、

第５条許可案件で説明いたします。 

 

議長 

 よろしいですか。１番 三浦 正勝 委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 営農型太陽光発電設備ということであるが、営農するのは、ブルーベリーですか。 

 

議長 

 事務局説明。 

 

事務局 

 そのとおりであります。 

 

議長 

 よろしいですか。１番 三浦 正勝 委員。 
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１番 三浦 正勝 委員 

 今回の案件の関係者については、先にも同様の案件があり、既に田んぼの真ん中に太陽

光発電設備を設置し、売電しているようであるが、ブルーベリーを作付けした経緯が見受

けられない。地元では、田んぼの真ん中にも太陽光発電設備を設置できるという声も広が

ってきている。農業委員会としては、周辺農地に与える影響等のチェック体制を強化しな

がら対応していかなければならないと思います。これは、意見でありますので、答えは要

りません。 

 

議長 

 他にありませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１０番から２０番までの１１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１０番は、若柳地区の田２筆 １，３９３㎡、相手方の要望による所有権

移転売買の１案件、 

番号１１番は、若柳地区の田１筆 ９１㎡、相手方の要望による所有権移転贈与の１案

件、 

番号１２番は、若柳地区の田２筆 ５，６２７㎡、経営規模拡大による賃貸借権設定の

１案件、 

番号１３番は、若柳地区の田４筆 ３，０７９㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の

１案件、 

番号１４番は、若柳地区の田７筆 １５，６６１㎡、畑４筆 ２，４０６㎡、合計 １

８，０６７㎡、親子間の経営継承による使用貸借権設定の１案件、 

番号１５番は、金成地区の田１２筆 ２７，９４３㎡、畑４筆 ２，９２０㎡、合計 ３

０，８６３㎡、 

番号１６番は、金成地区の田３４筆 ３０７，３９５㎡、畑２３筆 １９４，７１８㎡、

合計 ５０２，１１３㎡の内、持分１３９分の１、いずれも、親子間の経営継承による所

有権移転贈与の２案件、 

番号１７番は、金成地区の畑１筆 ２１６㎡、 

番号１８番は、金成地区の田４筆 ３，５８０㎡、いずれも、相手方の要望による所有

権移転贈与の２案件、 
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番号１９番は、志波姫地区の田５筆 １６，３６６㎡、畑３筆 ３，９９６㎡、合計 ２

０，３６２㎡、 

番号２０番は、志波姫地区の田１筆 ３，１２３㎡、いずれも、親子間の経営継承によ

る所有権移転贈与の２案件、 

以上、１１案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長 

次に、去る１月２３日、議席番号１２番 尾形 陽一郎 委員、農地利用最適化推進委

員の 上山 喜志雄 委員及び 佐々木 進 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１２番 尾形 陽一郎 委員から報告願います。 

 

１２番 尾形 陽一郎 委員 

議案第１号 農地法第３条許可申請について、去る１月２３日に書類審査による調査

を行いましたので、報告いたします。 

第２区の番号１０番から２０番までの１１案件について、詳細は事務局から説明があっ

たとおりでありますが、労力不足や耕作不便による売買や賃貸借、経営継承により贈与等

となっており、許可にあたっては、全部効率要件や地域緩和要件に照らし合わせても特に

問題はないものと判断しましたので、ご審議の程、よろしくお願いします。  

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号２１番から２８番までの８案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号２１番は、栗駒地区の田４筆 ７，４２７㎡、 

番号２２番は、栗駒地区の田１筆 ２１９㎡、 

番号２３番は、栗駒地区の田２筆 ３，４２５㎡、いずれも、経営規模拡大による所有

権移転売買の３案件、 
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番号２４番は、栗駒地区の田５筆 １５，６７７㎡、畑１筆 ３６８㎡、合計 １６，

０４５㎡、 

番号２５番は、栗駒地区の田９筆 １６，０８９㎡、いずれも、親子間の経営継承によ

る所有権移転贈与の２案件、 

番号２６番は、栗駒及び一迫地区の田７筆 ５，６６５㎡、相手方の要望による賃貸借

権設定の１案件、 

番号２７番は、花山地区の田４筆 １１，５６６㎡、経営規模拡大による賃貸借権設定

の１案件、 

番号２８番は、花山地区の田８筆 ７，８１７㎡、畑３筆 ２，３４３㎡、合計 １０，

１６０㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の１案件、 

以上、８案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長 

次に、去る１月２３日、議席番号１５番 佐々木 吉司 委員、農地利用最適化推進委

員の 伊藤 重行 委員及び 佐藤 みき 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

それでは、伊藤 重行 推進委員から報告願います。 

 

伊藤 重行 推進委員 

議案第１号について、去る１月２３日に書類審査を行ってまいりましたので報告いた

します。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、番号２１番、２２番、２３

番は、労力不足による所有権移転、２４番、２５番は、経営継承による親子間の贈与、

２６番、２７番、２８番は、賃貸借設定であり、以上８案件の許可にあたっては、特に

問題はないものと判断してまいりました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から



 12 

２８番までの２８案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から２８番までの２８案件は、原案のとおり、許可することに決定いたしました。  

 

 

議長 

日程第８、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

第３区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１番は、栗駒地区の畑１筆 ２１１㎡を住宅用地として転用し、駐車場が

不足していることから、自宅に近接する申請地に駐車場を造成するものであり、農地区分

は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、集落に接続して設置されることから、

不許可の例外規定で取り扱う旨、なお、本案件は、農地パトロールで発覚した案件で、既

に駐車場として利用しており、転用許可の経緯の調査を行いましたが、許可した経緯が見

られなかったことから、始末書の提出をいただいた上で申請に至った旨の１案件が、許可

要件を満たしているころを説明。 

 

議長 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号１５番 佐々木 吉司 委員から報告願います。 

 

１５番 佐々木  吉司 委員 

議案第２号 農地法第４条許可申請の番号１番について、去る１月２３日に現地確認を

行ってまいりました。 

詳細については事務局から説明があったとおりであり、転用申請の目的は、自宅の駐車

場が狭いことから隣地の自己所有地に駐車場を造成するというものであり、現地を見ます

と、もう既に３分の１程度が敷き砂利を施し一部駐車場として、残りは畑として利用され

ている状況でありました。今回の申請は、始末書を提出していただいた上で、周辺農地所

有者からの同意も得ている案件となっており、周辺農地に与える影響もないものと確認し
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て来ましたので、許可にあたっては、特に問題はないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

  

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号１番の１

案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号

１番の１案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して、宮城県知事に送付いたします。 

 

 

議長 

日程第９、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

初めに、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ２８７㎡を所有権移転売買により譲り受け、

住宅用地として転用し、一般個人住宅及び駐車場を造成するものであり、農地区分は、周

囲が宅地等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地である旨の１案

件、 

番号２番は、一迫地区の田２筆 ３，４８７㎡の内１５．１５㎡を地上権設定により借

り受け、支柱部分を業務用地として一時転用し、下部でブルーベリーを作付けする営農型
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太陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、農用地区域に該当す

るが、営農型太陽光発電設備の支柱に係る一時転用であるので、不許可の例外規定で取り

扱う旨の１案件、 

以上、２案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、佐藤 秀男 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 秀男 推進委員 

議案３号 農地法第５条許可申請について、去る１月２２日に現地調査を行ってまいり

ました。 

番号１番の案件については、図面でもわかるように周りがほとんど宅地であり、申請地

は、草刈が施された何も作付けされていない畑でありました。許可にあたっては特に問題

はないものと見てまいりました。 

番号２番の案件については、既に営農型太陽光発電設備を設置している現場も確認しな

がら現地を見てまいりました。カメムシ等の病害虫についても心配される件もありました

ので、本人に確認してまいりましたが、病害虫については、防除しながら周辺農地に迷惑

をかけないよう対応するということでありました。 

以上であります。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

議長 

 はい、２０番 狩野 和義 委員。 

 

２０番 狩野 和義 委員 

 番号２番の案件について、周辺所有者からの同意は、農業委員会の立場として大原則必

要と思われるが、周辺農地所有者に対し誠意ある説明などを行わなかったために、同意が

得られなかったのか、その辺どうなっているのか伺う。 

 

議長 

 事務局説明。 
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事務局 

 今回の申請は、申請人から依頼を受けた代理人である行政書士からの申請であり、代理

人には、周辺所有者からの同意を得て申請するよう指導したところでありますが、最終的

に代理人からは、周辺所有者に説明したが、同意書の提出までは至らなかったとのことで

あります。その理由については、明らかにされませんでしたが、個人的な人間関係のもつ

れもあるのではないのかと推測されますが、確認は取れていません。 

 

議長 

よろしいですか。２０番 狩野 和義 委員。 

 

２０番 狩野 和義 委員 

 同意書の件については、個人的な人間関係のもつれということで、これ以上の質問いた

しませんが、ブルーベリーの栽培について、ポット栽培による溶液栽培という説明であっ

たが、溶液栽培を行う場合には、大掛かりな装備も必要と思われますが、その辺の内容に

ついても説明があったのか、伺います。 

 

議長 

 事務局説明 

 

事務局 

 ブルーベリーの栽培については、申請人にもこれまで実績があるわけではないので、そ

の辺についても確認を取っております。今回のブルーベリー栽培については、今まで営農

型太陽光発電設備の下部でブルーベリーを作付けした実績のある業者が監修し、その指導

のもとにブルーベリーの栽培に望むということで計画が提出されております。 

 また、栽培を開始する時期については、具体的に示されておりませんが、営農型太陽光

発電設備を行う場合は、毎年２月末までにその生育状況を報告することになっております

ので、生育状況については、その報告書で確認し、栽培する時期については、後で確認す

ることとします。 

 

議長 

 よろしいですか。２０番 狩野 和義 委員。 

 

２０番 狩野 和義 委員 

 私もブルーベリーを作付けした経緯があり、ブルーベリーを栽培する場合には、病害虫

の薬剤散布や野鳥対策が必要となる。一番心配されるのは、薬剤散布などにおいて、風向

きなどにより周辺農地に与える影響も大きいのではないかと思われる。今回の案件につい

ては、周辺農地所有者から同意書の提出もないということであり、その辺の対策や問題を
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きちんと話し合った中でやらないと近隣の同意も得られないのではないかと思われます。    

また、許可することによって、農業委員会が営農型太陽光発電設備を推奨しているとい

う風評も考えられる。まして、今回の申請地は、ほ場整備を行った田んぼの真ん中であり

風評被害になりかねない場所である。営農型太陽光発電設備については、そういうことを

考えながら対応していかなければならない案件だと思いますので、皆さんの意見をお聞き

したいと思います。 

 

議長 

 皆さんの意見を伺いたいということでありますが、まず、事務局から説明します。 

 

事務局 

 農地に支柱を立てて、営農をしながら上部で太陽光発電設備を設置する場合の転用許可

制度は、農業の健全な発展と再生可能エネルギーの導入の促進を図る観点からも、農地法

で認められている制度ということをまず理解していただきたいと思います。 

また、転用の許可にあたっては、営農の適切な継続が確保され、周辺農地の効率的な利

用等に支障をおよぼすおそれがないこととされており、義務付けではありませんが、これ

まで本農業委員会では、隣地者の同意書を添付の上、申請していただきたい旨の指導を行

ってきたところであります。 

しかしながら、今回の案件につきましては、先ほども説明しましたが隣地者に説明した

にもかかわらず、同意書の提出まで至らなかったとのことであり、また、太陽光発電設備

を設置する段階において、周辺農地に影響をおよぼすおそれがないように計画したとのこ

とでありましたので、申請を受付した経緯となっております。ご理解をお願いします。 

 

議長 

 はい、３番 阿部 一信 委員。 

 

３番 阿部 一信 委員 

 皆さんは、太陽光発電設備の下部で栽培するブルーベリーの周辺農地への影響だけを議

論しているようであるが、逆に、周辺農地からブルーベリーに与える影響も考えられます

ので、その辺については、隣接者から逆に話し合いのもと、解決していかなければならな

い問題ではないでしょうか。 

 

議長 

 只今の意見は、逆の場合もあるという意見でありました。 

 はい、２０番 狩野 和義 委員。 
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２０番 狩野 和義 委員 

 まったく、阿部 委員の言うとおりであり、ブルーベリーから稲作、稲作からブルーベ

リーと両方での影響が考えられますので、隣接者との信頼関係がなければ、長続きしない

のではないかと考えます。このことからも、同意書の添付を義務つけて提出していただく

よう事務局から指導できないでしょうか。 

 

議長 

 事務局説明。 

 

事務局 

 今回の申請は、営農型太陽光発電設備設置に伴う、地上権設定の一時転用案件でありま

す。作付けする作物が周辺農地に与える影響についての審議も大切かとは思いますが、転

作田等にブルーベリーを作付けする場合等については、農業委員会への申請等も必要あり

ませんので、太陽光発電設備を設置する上で、周辺農地に与える影響についての審議をお

願いします。 

 

議長 

 はい、１８番 佐々木 弘 委員。 

 

１８番 佐々木 弘 委員 

 確かに、狩野委員、阿部委員、事務局が言うことは理解できますが、営農型太陽光発電

設備に係る一時転用は、あくまでも営農を継続して行わなければなりませんので、営農が

継続して行われているかを確認しながらの対応だと思います。もし、営農が継続されてい

ないような場合は、農業委員会の立場として撤去命令により対処しなければならないと思

います。 

今回の場合は、周辺農地に影響を与えないよう日陰の状況にも考慮しながらの申請とな

っており、それは認めざるを得ないと思います。ただ、本当にブルーベリーを栽培するの

かをきちんと見極めながら対応していかなければならないと思います。 

 

議長 

 はい、５番 岩渕 敬一 委員。 

 

５番 岩渕 敬一 委員 

 狩野委員、阿部委員、先ほどの三浦委員の話も、農業を振興する上では理解できる話で

ありますが、営農型太陽光発電については、新しく法律と認められた制度であり、この制

度の範囲内で申請された案件を、農業委員会として却下した場合の問題のほうが大きいの

ではないかと思います。佐々木委員が話したとおり、太陽光発電設備は３年毎に見直すわ
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けでありますので、その辺をしっかり監視しながら、今回の案件は、通すべき案件と考え

ます。 

 

議長 

 はい、事務局説明。 

 

事務局 

 補足説明させていただきます。 

 先ほど、三浦委員から他の場所でも営農型太陽光発電設備を設置し稼動しているという

話がありましたが、農業委員会には、１月に転用許可後の工事完了報告書が提出されてお

ります。また、営農の状況については、２月末までの報告となっておりますので、その時

点で確認をとっていくことにします。 

 なお、営農の適切な継続が確保されていないと判断される場合には、必要な指導助言を

行うとともに、撤去命令等について、許可権限者である県に報告することとします。 

 

議長 

 はい、３番 阿部 一信 委員。 

 

３番 阿部 一信 委員 

 この案件がうまくいけば、農業として画期的な農業経営になると思います。今回の営農

は、ポット栽培によるブルーベリーということであり、収穫までは３年ぐらいかかるかも

わかりませんが、営農型は、ブルーベリーでも牧草でも、何の作物でもかまわないわけで

ありますので、栽培の状況を確認していただくようお願いします。 

 

議長 

 はい、１番 三浦 正勝 委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 営農型太陽光発電は、農水省の通達を見ると、最初営農型はなく、地域の担い手農家が

遊休農地を活用しながら、遊休農地の解消と売電収入により農業の活性化が図られるよう

に新たに創られた制度であります。今回、栽培を行おうとする者が、地域に根ざした認定

農業者になるという意識があって、地域の皆さんと仲良く農業をやろうという、まさに制

度の趣旨に即した考え方であればよいと思います。しかし今回の申請は、農水省の考え方

を拡大解釈した申請のように見受けられるところもあり、制度の趣旨とは違うように思わ

れます。いろんな面で、周りに対する影響や地域の調和を保ちながらやるという趣旨で、

少なくとも認定農業者になるとか、地域での話し合いを持つとか、実績をきちっと作って

もらうという意味で、当面実績を見つめながら、国の趣旨どおりに運用されるかどうか、
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時間がかかるところもありますけれど、私は、地元農業委員としてしっかり巡回しなが

ら、また、話し合いをしていかなければと思っております。 

 また、このような事例が多く出て来ると、先ほど狩野委員が話したとおり、農業委員会

が営農型太陽光発電設備を推奨しているという風評になっても大変でありますので、今

後、営農型太陽光発電設備に関しては、地域の調和とか営農の確実性などを見極めて判断

する基準を持つ必要があると思います。単に、制度に合っているから認めると言うだけで

はなく、制度の趣旨を十分に踏まえて、地域の話し合いのもと、農地のど真ん中ではなく

端で行うとか、日陰を極力少なくするとか、協議、話し合いを行いながら計画していかな

ければ、地域農業の発展も図られていかないと思います。 

 いずれにしろ、今回の案件は、許可要件がクリアされているということであれば、当面

は認めなければならないと思いますが、今後、しっかり生育状況の実績を確認し、３年以

内に実績がないようであれば、厳重なる指導を行っていかなければならないと受け止めて

おります。 

 

議長 

 番号２番の案件については、営農型の３年間の一時転用の案件でありますので、皆さん

から意見が合ったとおり、３年間の営農実績を確認しながら、実績がなければ、撤去命令

も含め厳しい指導を行っていくこととしてよろしいですか。 

 

―「異議なし」― 

 

議長 

 他に、質疑ありませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番から５番までの３案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号３番は、若柳地区の畑１筆 ２２５㎡を所有権移転売買により譲り受け、

住宅用地として転用し、住宅への通路及び駐車場を造成するものであり、農地区分は、農

地の広がりがある第１種農地に該当するが、既存敷地の２分の１に該当することから、不

許可の例外規定で取り扱う旨、なお、本案件は、先代が住宅を建築した再に、一部を通路

として利用していたことから、始末書の提出をいただいた上で申請に至った旨の１案件、 
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番号４番は、若柳地区の畑２筆 ４２４㎡を伯母からの所有権移転贈与により譲り受

け、住宅用地として転用し、集合住宅及び駐車場を造成するものであり、農地区分は、都

市計画区域内の第１種居住用地に指定されていることから、第３種農地に該当する旨の１

案件、 

番号５番は、志波姫地区の畑１筆 １，９１５㎡を所有権移転売買により譲り受け、業

務用地として転用し、太陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は

宅地等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

以上、３案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、佐々木 進 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 進 推進委員 

農地法第５条申請について、去る１月２３日に事務所で処理審査後、現地に出向き確認

してまいりました。 

番号３番から５番までの３案件について、只今、事務局から説明あったとおりであり、

許可にあたっては、特に問題ないものと判断してきました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

５番までの５案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号
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１番から５番までの５案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

ここで、午後 ２時５５分まで休憩とします。 

 （休憩 午後 ２時４８分から２時５５分まで） 

 

議長 

それでは、休憩をとき、会議を再開します。（午後 ２時５５分） 

日程第１０、議案第４号、農用地利用集積計画について、を議題とします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案 

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第１区の番号９番の１案件を審議します。 

議席番号６番 佐竹 きみ子 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５５分）（６番 佐竹 きみ子 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５５分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号９番は、築館地区の田４筆 ７，１０７㎡、畑２筆 ３，８１４㎡、合計

１０，９２１㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９番の１案件は、原案を

可とすることにご異議ございませんか。  
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  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号６

番 佐竹 きみ子 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５８分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５８分） 

次に、第２区の番号７４番の１案件を審議します。 

議席番号３番 阿部 一信 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５９分）（３番 阿部 一信 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５９分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号７４番は、金成地区の田５筆 ５，１９５㎡、新規の賃貸借権設定である

旨の１案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 
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議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７４番の１案件は、原案

を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７４番の１案

件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号３

番 阿部 一信 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０１分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０１分） 

次に、第２区の番号７６番及び７７番の２案件を審議します。 

議席番号１４番 多田 仁一 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０２分）（１４番 多田 仁一 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０２分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号７６番は、金成地区の田１２筆 １７，０４２㎡、 

番号７７番は、金成地区の田２筆 ５，８００㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の２案件を説明。 
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議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７６番及び７７番の２案

件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７６番及び７

７番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

４番 多田 仁一 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０４分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０４分） 

次に、第２区の番号７８番及び７９番の２案件を審議します。 

議席番号１９番 佐藤 勝 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０５分）（１９番 佐藤 勝 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０５分） 
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それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号７８番は、金成地区の田４筆 ４，６７９㎡、 

番号７９番は、金成地区の田１０筆 ８，７７４㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７８番及び７９番の２案

件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７８番及び７

９番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

９番 佐藤 勝 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０８分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０８分） 

次に、第２区の番号９２番及び９３番の２案件を審議します。 

議席番号１８番 佐々木 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま
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す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０９分）（１８番 佐々木 弘 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０９分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号９２番は、志波姫地区の田２筆 ２，９３７㎡、 

番号９３番は、志波姫地区の田６筆 １５，００１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９２番及び９３番の２案

件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９２番及び９

３番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

８番 佐々木 弘 委員の入場を許可します。 
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議長 

暫時休憩します。（午後 ３時１１分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時１１分） 

次に、第１区の番号１番から８番までの８案件、番号１０番から４７番までの３８案

件、併せて４６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田２筆 １４，１８４㎡、 

番号２番は、築館地区の田１筆 ２，９９７㎡、 

番号３番は、築館地区の田１筆 ３，０００㎡、 

番号４番は、築館地区の田５筆 １１，４１３㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の４案件、 

番号５番は、築館地区の田４筆 ８，４００㎡、 

番号６番は、築館地区の田３筆 ８，６４４㎡、 

番号７番は、築館地区の田２筆 ６，０２８㎡、 

番号８番は、築館地区の田３筆 ９，７４４㎡、 

番号１０番は、築館地区の田４筆 １０，５６２㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の５案件、 

番号１１番は、高清水地区の田６筆 ４，４４１㎡、所有権移転売買である旨の１案件 

番号１２番は、高清水地区の田２筆 ６，２５６㎡、 

番号１３番は、高清水地区の田７筆 ３，５６９㎡、 

番号１４番は、高清水地区の田３筆 １，２５９㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の３案件、 

番号１５番は、高清水地区の田３筆 ４，６２２㎡、新規及び更新の賃貸借権設定であ 

る旨の１案件 

番号１６番は、高清水地区の田１２筆 ２１，３０６㎡、 

番号１７番は、高清水地区の田１３筆 １０，４４４㎡、 

番号１８番は、高清水地区の田２１筆 １５，５６７㎡、 

番号１９番は、高清水地区の田１筆 ４，６６５㎡、 

番号２０番は、高清水地区の田２筆 ６，１６６㎡、 

番号２１番は、高清水地区の田２筆 ７，３２９㎡、 

番号２２番は、高清水地区の田１６筆 １４，４０８㎡、いずれも、更新の賃貸借権設

定である旨の７案件、 

番号２３番は、一迫地区の田８筆 ５，０１３㎡、畑１筆 ８５５㎡、合計 ５，８６
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８㎡、 

番号２４番は、一迫地区の田１筆 １，８００㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の２案件、 

番号２５番は、一迫地区の田２筆 ３，２６８㎡、新規及び更新の賃貸借権設定である 

旨の１案件 

番号２６番は、一迫地区の田７０筆 ２９，４２３㎡、畑１筆 ５６６㎡、合計 ２９ 

，９８９㎡、 

番号２７番は、一迫地区の田１６筆 １０，９８９㎡、 

番号２８番は、一迫地区の田３筆 ３，２８３㎡、 

番号２９番は、一迫地区の田２筆 ２，０８４㎡、 

番号３０番は、一迫地区の田１筆 ４，９１６㎡、畑３筆 １，８１２㎡、合計 ６，

７２８㎡、 

番号３１番は、一迫地区の田３筆 ３，９９６㎡、 

番号３２番は、一迫地区の田５筆 １０，７４１㎡、 

番号３３番は、一迫地区の田６筆 ６，９００㎡、 

番号３４番は、一迫地区の田７筆 １４，５９４㎡、 

番号３５番は、一迫地区の田１筆 １，０８１㎡、 

番号３６番は、一迫地区の田３筆 ３，８７０㎡、 

番号３７番は、一迫地区の田７筆 ９，３５５㎡、 

番号３８番は、一迫地区の田１筆 ９８３㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定である旨

の１３案件、 

番号３９番は、瀬峰地区の田３筆 ２，２３９㎡、 

番号４０番は、瀬峰地区の田８筆 １８，８８５㎡、いずれも、所有権移転売買である

旨の２案件、 

番号４１番は、瀬峰地区の田１筆 ５３１㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号４２番は、瀬峰地区の田１筆 ３，０７１㎡、 

番号４３番は、瀬峰地区の田１筆 １，３４２㎡、 

番号４４番は、瀬峰地区の田９筆 ４，１６７㎡、畑２筆 １，１２８㎡、合計 ５，

２９５㎡、 

番号４５番は、瀬峰地区の田１０筆 １０，１００㎡、 

番号４６番は、瀬峰地区の田１筆 １，４４５㎡、畑１筆 １，４０６㎡、合計 ２， 

８５１㎡ 

番号４７番は、瀬峰地区の田６筆 ９，７８９㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ 

る旨の６案件、 

以上、４６案件を説明。 
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議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号４８番から７３番までの２６案件、番号７５番の１案件、番号８０

番から９１番までの１２案件、番号９４番から１０１番までの８案件、併せて４７案件を

審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号４８番は、若柳地区の田１筆 １，０２６㎡、 

番号４９番は、若柳地区の田７筆 ３，６４３．５９㎡、 

番号５０番は、若柳地区の田１筆 １，００２㎡、いずれも、所有権移転売買である旨

の３案件、 

番号５１番は、若柳地区の田１筆 ４，８４３㎡、 

番号５２番は、若柳地区の田４７筆 ２７，７８６㎡、 

番号５３番は、若柳地区の田９筆 ５，８２８㎡、 

番号５４番は、若柳地区の田４筆 ２，１６４㎡、 

番号５５番は、若柳地区の田２筆 １，５４１㎡、 

番号５６番は、若柳地区の田１８筆 １０，７７１㎡、 

番号５７番は、若柳地区の田４筆 １１，０３３㎡、 

番号５８番は、若柳地区の田５筆 ９，６０４㎡、 

番号５９番は、若柳地区の田７筆 ７，８５０㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の９案件、 

番号６０番は、若柳地区の田５筆 ５，０７７㎡、 

番号６１番は、若柳地区の田５筆 ５，１３６㎡、 

番号６２番は、若柳地区の田２０筆 １１，０５４㎡、 

番号６３番は、若柳地区の田３３筆 １９，３３１㎡、 

番号６４番は、若柳地区の田１０筆 １０，６１５㎡、 

番号６５番は、若柳地区の田１筆 ５０６㎡、 

番号６６番は、若柳地区の田９筆 ５，２５５㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の７案件、 

番号６７番は、金成地区の田２筆 ２，０２７㎡、 
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番号６８番は、金成地区の田３０筆 ２６，１４６㎡、 

番号６９番は、金成地区の田７筆 １０，６３１㎡、いずれも、所有権移転売買である

旨の３案件、 

番号７０番は、金成地区の田１３筆 １０，１２４㎡、 

番号７１番は、金成地区の田６筆 ５，５５８㎡、 

番号７２番は、金成地区の田１筆 ３，６５８㎡、 

番号７３番は、金成地区の田４筆 ３，００５㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の４案件、 

番号７５番は、金成地区の田３筆 ７，４１７㎡、新規及び更新の賃貸借権設定である 

旨の１案件 

番号８０番は、金成地区の田１筆 ２，０００㎡、 

番号８１番は、金成地区の田５筆 １１，３８２㎡、 

番号８２番は、金成地区の田１筆 １，９００㎡、 

番号８３番は、金成地区の田２５筆 １９，５１８㎡、 

番号８４番は、金成地区の田３筆 ３，７９１㎡、 

番号８５番は、金成地区の田３筆 ９，４５９㎡、 

番号８６番は、金成地区の田２筆 １１，３３９㎡、 

番号８７番は、金成地区の田１筆 ８，２５５㎡、 

番号８８番は、金成地区の田１筆 ２，０００㎡、 

番号８９番は、金成地区の田３筆 １４，３２２㎡、 

番号９０番は、金成地区の田１筆 ８，２３２㎡、 

番号９１番は、金成地区の田３筆 １２，６４９㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の１２案件、 

番号９４番は、志波姫地区の田１筆 １，６４０㎡、 

番号９５番は、志波姫地区の田２筆 ３，０７８㎡、 

番号９６番は、志波姫地区の田４筆 ６，９９９㎡、 

番号９７番は、志波姫地区の田５筆 ４，８７９㎡、 

番号９８番は、志波姫地区の田５筆 ４，２３１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の５案件、 

番号９９番は、志波姫地区の田３筆 １２，５２１㎡、 

番号１００番は、志波姫地区の田８筆 ９，６４８㎡、 

番号１０１番は、志波姫地区の田３筆 ２，５８０㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の３案件、 

以上、４７案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  
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質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１０２番から１３１番までの３０案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１０２番は、栗駒地区の田９筆 １２，６５３㎡、所有権移転売買である

旨の１案件、 

番号１０３番は、栗駒地区の田１７筆 ２１，４３５㎡、 

番号１０４番は、栗駒地区の田６筆 ７，９９２㎡、 

番号１０５番は、栗駒地区の田２５筆 ２３，５２３㎡、畑３筆 ７２６．１４㎡、合 

計 ２４，２４９．１４㎡、 

番号１０６番は、栗駒地区の田８筆 １１，２１４㎡、 

番号１０７番は、栗駒地区の田６筆 １０，０９４㎡、 

番号１０８番は、栗駒地区の田３筆 ２，７３６㎡、 

番号１０９番は、栗駒地区の田３筆 ７７０㎡、 

番号１１０番は、栗駒地区の田９筆 １１，３６５㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定 

である旨の８案件、 

番号１１１番は、栗駒地区の田４筆 ３，６８８㎡、 

番号１１２番は、栗駒地区の田９筆 １３，９７４．２８㎡、畑６筆 ３，２１２．７ 

２㎡、合計 １７，１８７㎡、 

番号１１３番は、栗駒地区の田４筆 ６，５１６㎡、 

番号１１４番は、栗駒地区の田２筆 ３，７５４㎡、 

番号１１５番は、栗駒地区の田６筆 １１，８３２㎡、 

番号１１６番は、栗駒地区の田１７筆 １９，４６８㎡、 

番号１１７番は、栗駒地区の田１２筆 １２，５０６㎡、 

番号１１８番は、栗駒地区の田１６筆 ３５，０５３㎡、畑１０筆 ４，７３３㎡、合 

計 ３９，７８６㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定である旨の８案件、 

番号１１９番は、栗駒及び鶯沢地区の田５２筆 ３７，６７３．５６㎡、新規の賃貸借 

権設定である旨の１案件、 

番号１２０番は、鶯沢地区の田２筆 ２，３１１㎡、 

番号１２１番は、鶯沢地区の田４筆 ２，７５８㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の２案件、 
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番号１２２番は、鶯沢地区の田３筆 １，９８５㎡、 

番号１２３番は、鶯沢地区の田１筆 ７４１㎡、 

番号１２４番は、鶯沢地区の田２５筆 ３９，１４９㎡、 

番号１２５番は、鶯沢地区の田６筆 ８，１８９㎡、 

番号１２６番は、鶯沢地区の田３筆 １，５２９㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の５案件、 

番号１２７番は、鶯沢地区の田４筆 ４，３３６㎡、新規の使用貸借権設定である旨の

１案件、 

番号１２８番は、鶯沢地区の田３筆 ３，２４７㎡、更新の使用貸借権設定である旨の

１案件、 

番号１２９番は、花山地区の田８筆 ３，４６３㎡、 

番号１３０番は、花山地区の田２筆 １，２６０㎡、 

番号１３１番は、花山地区の田２０筆 ９，８３２㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の３案件、 

以上、３０案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 次に、本日追加しました第２区の番号１３２番及び１３３番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１３２番は、若柳地区の田３筆 １５，６７７㎡、農地中間管理事業によ

る新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号１３３番は、金成地区の田２５筆 ２１，４３９㎡、農地中間管理事業による新規

の賃貸借権設定である旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

  

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から８番までの８案

件、番号１０番から７３番までの６４案件、番号７５番の１案件、番号８０番から９１番

までの１２案件、番号９４番から１３１番までの３８案件、本日追加しました番号１３２

番及び１３３番の２案件、併せて１２５案件は、原案を可とすることにご異議ございませ

んか。 

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から８番

までの８案件、番号１０番から７３番までの６４案件、番号７５番の１案件、番号８０番

から９１番までの１２案件、番号９４番から１３１番までの３８案件、本日追加しました

番号１３２番及び１３３番の２案件、併せて１２５案件は、原案を可とすることに決しま

した。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 

議長 

 日程第１１、議案第５号 非農地証明願について、を議題とします。 

第１区の番号１番から３番までの３案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ２８９㎡、願出地は、先代である父が昭和６

１年ごろに、隣接地の工務店に駐車場として貸し与え、現在に至っているものであり、宅

地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

番号２番及び３番は、関連案件で、 

番号２番は、築館地区の畑１筆 ４１㎡、願出地は、昭和５２年ごろ、親戚が隣地に居

宅を新築した際に車庫を併設し、現在に至っているものであり、宅地への地目変更を願い

出た旨の１案件、 

番号３番は、築館地区の畑２筆 １１５㎡、願出地は、昭和５２年ごろ、自宅を新築し

た際に宅地への進入路として整備し、現在に至っているものであり、宅地への地目変更を
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願い出た旨の１案件、 

以上、３案件を説明。 

 

議長 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、熊谷 初美 推進委員から報告願います。 

 

熊谷 初美 推進委員 

 議案第５号 非農地証明願について、去る１月２２日に現地を確認してきましたので、

報告します。 

番号１番は、もう既に、隣接する工務店の駐車場として約３０年間利用されており、申

請地の南側は、市道を挟んで田となっておりますが、申請地側は、住宅が建ち並んでおり

ましたので、農地に与える影響はないものと見てまいりました。 

番号２番及び３番は、築館の住宅密集地に居宅を新築した、約４０年前から車庫の一部

及び通路として利用されており、申請地は、住宅密集地でありますので、農地に与える影

響はないものと見てまいりました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号、非農地証明願についての、番号１番から３番までの３案件は、

原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第５号 非農地証明願についての、番号１番から３番までの

３案件は、原案のとおり、承認することに決しました。 
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議長（会長） 

日程第１２、本日追加議案として提出しました、議案第６号 農用地利用配分計画につ

いて、を議題といたします。 

 第２区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 借り受け人は、全て農地中間管理機構となります。 

第２区の番号１番は、議案第４号 農用地利用集積計画についての番号１３２番関連案

件で、若柳地区の田３筆 １５，６７７㎡、農地中間管理事業による新規の賃貸借権設定

である旨の１案件、 

番号２番は、同議案 農用地利用集積計画についての番号１３３番関連案件で、金成地

区の田２５筆 ２１，４３９㎡、農地中間管理事業による新規の賃貸借権設定である旨の

１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号、農用地利用配分計画についての、番号１番及び２番の２案件

は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

   ―「異議なし」― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第６号 農用地利用配分計画についての、番号１番及び２番

の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 
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議長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

これで、令和２年 第１回 栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後 ３時３３分 閉会 ＞ 
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